法政大学法学部学術団体法学会細則

第1章　総則

（制定）

第1条　法政大学法学部学術団体法学会規約（以下、「法学会規約」と略す。）第29条に基づき、法政大学法学部学術団体法学会細則（以下、「本細則」と略す。）を定める。

第2章　法学会

（法学会会員）

第2条　法学会規約第5条6号に定める会員の入会に当たっては、法学会会長は代表委員会の意見を聞かなければならない。
（代表委員会の構成）

第3条　代表委員会は、研究会からそれぞれ2名選出される代表委員によって構成される。

（役員の重複禁止）

第4条　代表委員会委員長（以下、「委員長」略す。）と代表委員会経理役（以下、「経理役」と略す。）は、法学会規約研究会の三役になることができない。ただし、やむをえない事由がある場合には、代表委員会の承認を得て兼職することができる。

（法学会会長との会見）

第5条　法学会規約第13条4号に定める法学会会長との会見を求める際には、会見申請書を以て申請しなければならない。

（活動報告）
第6条　法学会規約第18条に基づく報告は、次に掲げる各号の報告書による。

　一　法学会新年度予算報告書
　二　法学会前年度決算報告書
　三　法学会年間活動報告書
（報告書）

第7条　前条の報告書を作成する際、次に掲げる各号の報告書を併せて作成し、法学会会長へ報告するものとする。
　一　法政大学法学会基金会計報告書

　二　研究会新年度予算報告書
　三　研究会前年度決算報告書
　四　研究会年間活動報告書

（備品管理）

第8条　法政大学法学部学術団体法学会（以下、「法学会」と略す。）の備品には、法学会が所有する旨の証書を貼付しなければならない。

第3章　会計管理
（法学会費の管理）

第9条　一般会計の銀行口座は、経理役が管理する。

（一般会計銀行口座）

第10条　一般会計の銀行口座の名義は、｢法政大学学術団体法学会『○○○○』｣とする。ただし、この「○○○○」は、当該年度の経理役の氏名とする。

（保管）

第11条　法学会は、会計に関する帳票を最低5年間保管しなければならない。

第4章　法学会基金
（基金管理委員会の役員）

第12条　基金規程第6条による基金管理委員会の役員は、当分の間次に掲げる各号による。

一　基金管理委員会委員長は、委員長が務めること

二　基金管理委員会経理役は、経理役が務めること

（基金の管理）

第13条　法学会基金の銀行口座は、基金管理委員会経理役が管理する。

（基金会計銀行口座）

第14条　法学会基金に関する銀行口座の名義は、「法政大学学術団体法学会基金管理委員会『○○○○』」とする。ただし、この「○○○○」は、当該年度の基金管理員会経理役の氏名とする。

（保管）

第15条　基金管理委員会は、法学会基金に関する帳票を最低5年間保管しなければならない。

第5章　改廃

（改廃）

第16条　本細則の改廃は、代表委員会における3分の2以上の賛成により決定する。ただし、本細則を改廃した場合、法学会会長にその旨を報告しなければならない。

第6章　補則

（施行）

第17条　本細則は、2006年10月1日より施行する。

法政大学法学部学術団体法学会

